
　　　●子どもにとって最善の利益となるよう取り組む。 ●虐待の未然防止および早期発見に
 　　　●子育て家庭が孤立することのないよう必要な支援を行う。 　努める。

　　　●専門的な知識及び技術の修得に関する研修等を行う。  ●子育てに係る保護者の負担を理解
　　　●人材の確保及び資質向上を図ることで人材の育成に努める。 　し、地域で子育て家庭を見守る。
　　　●体罰の禁止及び虐待の通告義務等について啓発活動する。 ●市が行う子どもの安全の確保に協

　力するよう努める。

　　　●虐待を決して行わず、子どもの健全な成長、発達に努める。 ●虐待の未然防止及び早期発見に
 　　　●子どもの自主性および自発性を育む健全な養育に努める。 　努める。

　　　●体罰を加える行為その他の心身の苦痛を与える行為をしない。 ●子どもを虐待から守るため、虐待
　　　●子育てに係る生活環境が地域社会から孤立しないよう努める。 　防止に関する施策に協力する。
　　　●関係機関等による指導、助言等に対し、必要な改善を行う。

こどもへの虐待ゼロへ！！

　　令和３年１２月２８日に
　　　　「糸満市子どもを虐待から守る条例」が
　　　　　　　　　　　　　　　　　公布されました。

糸満市は、子どもを虐待から守ることに関する基本理念を定め、市、保護者、市民等、関係
機関等の責務を明らかにするとともに、虐待の未然防止及び早期発見、虐待から子どもたち
を守るために必要な施策の基本的な事項を定めることにより、子どもの心身の健やかな成長
及び発達に寄与することを目的に「糸満市子どもを虐待から守る条例」を制定しました。

　子育ての毎日は、子どもの成長への喜びや驚きにあふれています。しかし、同時に子育
てに迷い不安になり、思うようにいかないとき、つい子どもを怒鳴ったり、手をあげてしまう
といった行動に繋がってしまうことがあります。子育てや家庭の問題など様々なストレスが
時に子どもへの虐待の引き金となっていることも・・・。
　糸満市では、社会全体の宝である子どもが家庭や地域のむくもりの中で、愛されて育ち、
守られ、夢や希望を抱きながら健やかに成長していくことを願い、「糸満市子どもを虐待か
ら守る条例」を制定しました。これから先、体罰や児童虐待の無いまちを目指して、児童虐
待防止に向けた様々な取り組みを実施します。

条例制定の目的

児童虐待防止に向けた具体的な責務

市の責務 市民等の責務

保護者の責務 関係機関等の責務



３　子供が持っている４つの権利

４　しつけと体罰の違い

　全ての子どもは、健やかに成長・発達し、その自立が図られる権利が保障されることが、平成28年の児童
福祉法の改正によって明確化され、保護者は、子どもを心身ともに健やかに育成することについて、第一義的
責任を負うとされています。
　また、すべての国民は、子どもの最善の利益を考え、年齢や成熟度に応じて子どもの意見が考慮されるよう
に努めることとされています。

　子どもの権利が守られる体罰等のない社会を実現していくためには、一人ひとりが意識を変えていくととも
に子育て中の保護者に対する支援も含めて社会全体で取り組んでいかなくてはなりません。


